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「横浜医史跡めぐり」改訂にあたり

　私達の郷土、ヨコハマには公立、私立を問わずいくつかの
博物館や資料館がありますが、医学・医療についてはほとんど
皆無といってもよいでしょう。ご承知のようにヨコハマは1859年
の開港を機にヘボン、シモンズを嚆矢として多くの医師が来日
し我が国における医療の歴史をつくり上げましたが、1923年の
関東大震災により又、第二次世界大戦による横浜大空襲によ
り消失の運命をみるに至りました。戦後に至り市内、市外を問
わず僅かに残された医学・医術の遺産を後世に伝えようと特に
一般市民の皆様や学生達に啓発の意味を含めて編纂するこ
とに致しました。
　初版は平成7年（1995年）に刊行し6名の執筆者と2名の編
集者で刊行されましたが以来、第7版を平成23年（2011年）に
刊行し総冊数は約5,000部を超え、読者からは好評を得ており
ます。元来、当初の目的でありましたヨコハマに医学資料館をと
の想いは心にありながら時期尚早との判断から僅か30ページ
の小冊子のなかのステージにご満足を得ていただければ至
上の幸と存じます。

一般財団法人横浜総合医学振興財団
　　　　理事長　　井　出　　　研

平成30年 3 月31日　　改訂版第1刷

250円＋税価　格■

（一財）横浜総合医学振興財団

公立大学法人
横浜市立大学医学部内
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外科、山手一般病院（現ザ・ブラフ・メディカル&
デンタル・クリニック）院長、アメリカ領事館衛
生顧問、慈恵成医会副会長などの要職を歴任
し、明治中期における横浜の医療に貢献した彼
の功績は高く評価されています。
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10分 NTT前の信号を右へ入る
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(役職は発刊当時のもので50音順）

[編集者(役職は発刊当時もの）]

（現　一般財団法人横浜総合医学振興財団　理事長）
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